
 

 1

ＪＥＭ−１０１０ 電子顕微鏡の使用法＋α 
これまでにあったトラブル編 
１．「HT」ボタンを押したとたんに電子顕微鏡がシャットダウン（モニターの画面まで

落ちた）した。 
→原因については問合わせ中です。対処法としては電子顕微鏡カメラ室の隣の扉を開け

中のカギを「OFF」に回してもらい、数分待ってから鍵を「ON」にして下さい。 
30分ほどで利用可能の状態になります。 
 
２．試料ホルダーを挿入したとたんに電子顕微鏡がシャットダウン（モニターの画面ま

で落ちた）した。 
→原因：試料ホルダー挿入時に電子顕微鏡の鏡体の真空が破れた事によります。対処法

としては試料ホルダーを取り外した後、電子顕微鏡カメラ室の隣の扉を開け中のカギを

「OFF」に回してもらい、数分待ってから鍵を「ON」にして下さい。 
30分ほどで利用可能の状態になります。 
次回試料ホルダーを挿入する際には、真空引きの回数を多くした上で、もっとゆっくり

差し込んでください。 
 
３． 試料ホルダーを挿入したとたんに暗電流の値がゼロ（モニターの画面は付いてい

る）になった。 
→原因：試料ホルダー挿入時に電子顕微鏡の鏡体の真空が破れた事によります。ただし、

「２．」の場合よりは軽度な場合です。試料ホルダーを取り外し「FIL」「HT」を消し

た後、「HT」をオンし直してください。 
次回試料ホルダーを挿入する際には、真空引きの回数を多くした上で、もっとゆっくり

差し込んでください。 
 
４． 本体奥にあるコンプレッサーが多頻度でかかり、非常にうるさい。 
→原因はコンプレッサー内に水が溜まることによります。（夏に起こりやすい） 
PHS:6631までご連絡ください。（コンプレッサー下部にある水抜き弁から水を抜く） 
 
５． 電子顕微鏡フィルムカセット交換後、または受けカセット交換後相当時間たっ

たのに「FIL」を押しても電子線が発生しない 
→原因：①カメラ室のOリングが汚れている。（再度カメラ室の扉を開け、Oリング

をキムワイプ等で拭いてからはめ直してみて下さい。） 
 原因：②ほとんど真空引きされていないフィルムカセットを装着した。（フィルム

デシケータ真ん中のフィルムカセットを入れて下さい。使用頻度が多くすべてのフィ

ルムカセットがほとんど真空引きされていないような場合はPHS:6631までご連絡下

さい。） 
 
６． テキストの入力、P.FILEの変更ができない 
→原因：電子顕微鏡のモードがデジタルカメラモードになっている可能性があります。

キーボードから「EXT_０」（「_」はスペースです。）と入力してみてください。 
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７． デジカメを使用したときに倍率を認識しない。 
→原因：電子顕微鏡のモードがデジカメモードになっていない可能性があります。キ

ーボードから「EXT_１」（「_」はスペースです。）と入力してみてください。 
終了したら上記６の行程を忘れないでください。 
 
８． ２番目の絞り（対物絞り）を入れると電子線像が見えなくなった。 
→原因：絞りの位置が電子線の中心からズレた。（PHS:6631まで連絡下さい。） 
対物絞りの中心合わせを行う。 
 
９． デジタルカメラ移動ボックスの「IN」「OUT」を押しても反応しない 
→原因：デジタルカメラ移動ボックスのプレッシャー異常です。（PHS:6631まで連絡

下さい。）プレッシャーを切るか。ボタンの回路確認を行う。 
 
１０．「FIL」ボタンを押した後、電子線が、あらぬ方向に照射される、または電子

線像が明暗反転している、電流値が異常に上がり電子線が切れる。 
→原因：絞り等の帯電が考えられる。（PHS:6631まで連絡下さい。）絞りの出し入れ

を行う。それでも治らなければ「FIL」「HT」を切り、しばらく時間を置く、それで

もダメなときはフィラメントの交換並びに軸合わせ。 
 
１１．「HT」を押しても暗電流が流れない 
→原因：フィラメントが切れた可能性がある。（PHS:6631まで連絡下さい。）フィラ

メントの交換後、軸合わせを行う。 
 
１２．Brightnessつまみを回した時に電子線の広がり方が同心円でない。 
→原因：電圧中心がズレている。（PHS:6631まで連絡下さい。）電圧中心を合わせる

それでもダメな時は軸合わせを行う 
 


